
令和元年１１月１日№6３

 ９月定例会などの内容をお伝えします。

９月定例会の審議

議案等表決状況／人事案件

常任委員会審査報告等／

　　林活議連研修／請願・陳情

一般質問

委員会所管事務調査報告

臨時会

決算特別委員会

議会中継閲覧の仕方など

世界から見た「きたあきた」

Ｐ２

Ｐ３

Ｐ４～５

Ｐ６～１０

Ｐ１０

Ｐ１１

Ｐ１２

Ｐ１３

Ｐ１４

収穫の秋収穫の秋
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総額２４４億１６３２万２千円総額２４４億１６３２万２千円総額２４４億１６３２万２千円
一般会計　２億９６６０万４千円増一般会計　２億９６６０万４千円増一般会計　２億９６６０万４千円増

　
令
和
元
年
北
秋
田
市
議
会
９
月
定
例
会
は
、
９
月
９
日
（
月
）
か
ら
10
月
７
日

（
月
）
ま
で
の
29
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
９
月
定
例
会
で
は
、
条
例
案
４
件
、

予
算
案
７
件
、
各
決
算
認
定
が
24
件
そ
の
他
議
案
７
件
、
陳
情
２
件
、
意
見
書
案
１
件

の
45
件
が
提
案
さ
れ
、
陳
情
１
件
を
除
く
44
件
が
そ
れ
ぞ
れ
可
決
、
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
最
終
日
に
提
出
さ
れ
た
人
事
案
件
２
件
、
発
議
案
５
件
に
つ
い
て
は
、
そ
れ

ぞ
れ
同
意
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

主 な 補 正 予 算 補  正  予  算  額

市街地循環バス運行委託費

あいかわ保育園園舎大規模改修工事費

子育て世帯等移住者住宅支援事業補助金

市景観計画策定業務委託費

合川駅前公民館及び合川公民館解体工事
設計委託

９
月
定
例
会
の
主
な
議
事

〇
一
般
会
計
補
正
予
算

〇
特
別
会
計
補
正
予
算

〇
平
成
30
年
度
各
決
算
の
認
定

〇
成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の
制
限
に
係
る
措

　
置
の
適
正
化
等
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の

　
整
備
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条

　
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

〇
北
秋
田
市
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

　
例
の
制
定
に
つ
い
て

〇
北
秋
田
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す

　
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

　
つ
い
て

〇
北
秋
田
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　　３，９２６，０００円

　　８，４７８，０００円

　　４，５５０，０００円

　　４，７３０，０００円

　　５，５３３，０００円

可
決
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賛
成
討
論

　
継
続
審
査
で
は
な
く
、
北
秋
田

市
議
会
と
し
て
、
ま
た
議
員
個
々

の
責
任
に
お
い
て
採
決
す
る
べ
き
。

　
防
衛
情
報
を
秘
密
に
す
る
保
護

法
に
賛
成
し
た
人
が
、
情
報
不
足

で
判
断
で
き
な
い
と
は
矛
盾
。

▼
陳
情
第
18
号

反
対
討
論

久
留
嶋
範
子

堀
部
　 

壽

松
尾
　
秀
一

杉
渕
　
一
弘

虻
川
　 

敬

武
田
　
浩
人

中
嶋
　
洋
子

黒
澤
　
芳
彦

佐
藤
　
光
子

板
垣
　 

淳

佐
藤
　
文
信

佐
藤
　
重
光

山
田
　
博
康

松
橋
　 

隆

大
森
　
光
信

小
笠
原 

寿

福
岡
　
由
巳

関
口
　
正
則

長
崎
　
克
彦

採
決
結
果

○：賛成　●：反対　▼：欠席もしくは退席　除：除斥

所属会派・議員氏名
　　　　　採決結果

議　案　名

陳情第18号
市議会として、秋田市新屋への地上イージス
配備反対の意思表明を求める陳情

認定第1号
平成30年度北秋田市一般会計歳入歳出決算の
認定について

認定第4号
平成30年度北秋田市介護保険特別会計歳入歳
出決算の認定について

共産党
議員団緑風・公明みらい

賛否が分かれた議案等の表決状況

※議長は、過半数で議決すべき場合には、法第116条第2項で「議員として議決に加わる権利を有しない」とされ
　ているため、議長は採決には加わりません。

※全会一致の可決、採択については除いています。

【令和元年９月定例会／令和元年１０月７日採決】

無会派新創会

三
浦
　
倫
美

  

山
田
　
博
康  

議
員

  

板
垣
　
　
淳  

議
員

  

佐
藤
　
光
子  

議
員

継
続
審
査

可
決

可
決

○○○○○○○○○ ○○

● ●○●●

●●●●

● ● ● ● ● ○-○

-○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

-○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○○○○ ○

賛
成
・反
対
討
論

賛
成
・反
対
討
論

※
発
言
順
に
掲
載
し
て
い
ま
す

　
９
月
定
例
会
に
人
事
案
同
意

案
件
が
追
加
提
案
さ
れ
、
次
の

と
お
り
同
意
す
る
こ
と
に
決
定

し
ま
し
た
。

栄
財
産
区
管
理
委
員

　
　
の
選
任
に
つ
い
て

人
権
擁
護
委
員
候
補
者

　
　 

の
推
薦
に
つ
い
て

◎
田
村
　
信
夫
　
氏
（
再
任
）

◎
加
賀
　
　
昇
　
氏
（
新
任
）

◎
岩
谷
　
政
雄
　
氏
（
再
任
）

◎
佐
藤
　
金
一
　
氏
（
新
任
）

◎
斉
藤
　
春
夫
　
氏
（
再
任
）

◎
藤
嶋
　
　
功
　
氏
（
再
任
）

◎
村
上
　
儀
平
　
氏
（
再
任
）

　　
◎
吉
田
　
幸
子
　
氏
（
新
任
）

　
◎
柴
田
　
榮
則
　
氏
（
新
任
）

　

人

事

案

件

反
対
討
論

反
対
討
論

▼
認
定
第
1
号
　

認定第23号
平成30年度北秋田市病院事業会計決算の認定
について

可
決 ●●●●-○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　
現
時
点
の
情
報
と
状
況
で
の
判

断
は
無
責
任
。
県
や
秋
田
市
の
状

況
を
踏
ま
え
た
上
で
判
断
す
べ
き
。

賛
成
討
論  

武
田
　
浩
人  

議
員

　
秋
田
市
議
会
と
県
知
事
が
再
調

査
の
結
果
を
待
っ
て
判
断
す
る
と

し
た
こ
と
は
大
変
重
要
で
あ
る
。

　
防
衛
省
の
計
画
は
核
ミ
サ
イ
ル

想
定
の
迎
撃
基
地
。
核
の
危
険
性

か
ら
陳
情
を
す
ぐ
採
決
す
べ
き
。

  

福
岡
　
由
巳  
議
員

賛
成
討
論

　
実
質
単
年
度
収
支
は
２
年
連
続

　
実
質
単
年
度
収
支
の
急
激
な
低

下
と
赤
字
転
落
は
問
題
。
市
民
の

暮
ら
し
を
充
実
す
る
財
政
改
善
を
。

反
対
討
論  

久
留
嶋 

範
子 

議
員

  

福
岡
　
由
巳  

議
員

  

大
森
　
光
信  

議
員

反
対
討
論

　
個
人
市
民
税
の
増
額
や
施
策
の

成
果
も
随
所
に
見
ら
れ
た
。
大
型

事
業
の
効
果
が
さ
ら
に
現
れ
る
こ

と
を
期
待
す
る
。

▼
認
定
第
4
号
　

　
保
険
料
を
値
上
げ
し
な
く
て
も

会
計
は
大
丈
夫
だ
っ
た
。
議
員
は

市
民
の
生
活
に
寄
り
添
う
べ
き
。

反
対
討
論

  

板
垣
　
　
淳
　
議
員

  

福
岡
　
由
巳  

議
員

　
事
業
計
画
な
し
の
介
護
保
険
料

大
幅
値
上
げ
は
論
外
、
か
つ
事
業

初
年
度
の
不
用
額
は
多
す
ぎ
る
。

反
対
討
論

▼
認
定
第
23
号
　

賛
成
討
論

　
多
額
の
指
定
管
理
料
が
市
へ
返

納
さ
れ
た
が
、
今
こ
の
期
に
本
来

の
納
付
制
度
に
改
正
す
べ
き
。

　
医
師
確
保
、
待
ち
時
間
改
善
、

指
定
管
理
料
の
あ
り
方
等
厚
生
連

と
の
意
見
交
換
が
不
充
分
で
あ
る
。

反
対
討
論  

福
岡
　
由
巳 

議
員

  

三
浦
　
倫
美  

議
員

  

杉
渕
　
一
弘  

議
員

反
対
討
論

　
指
定
管
理
料
は
、
努
力
の
結
果

赤
字
。
無
駄
遣
い
の
キ
テ
ィ
事
業

は
、
市
民
か
ら
も
批
判
が
あ
る
。

年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
、
今
後
も

効
率
的
経
営
が
期
待
で
き
ま
す
。

○

○

○

○

（※

継
続
審
査
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
）
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本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案
件

は
、
条
例
案
１
件
、
予
算
案
２
件
、

単
行
議
案
１
件
、
陳
情
２
件
の
、

計
６
件
で
し
た
。

　
予
算
案
に
つ
い
て
総
務
部
関
係

で
は
、
循
環
バ
ス
運
行
委
託
に
つ

い
て
、
委
員
か
ら
「
実
証
運
行
を

も
と
に
ル
ー
ト
な
ど
工
夫
さ
れ
て

い
る
と
思
う
が
、
よ
り
利
用
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
周
知
方
法
や
、

分
か
り
や
す
い
案
内
な
ど
の
工
夫

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
」

と
の
質
疑
が
あ
り
、
当
局
か
ら
は

「
昨
年
度
実
績
を
参
考
に
、
お
お

む
ね
同
様
の
ル
ー
ト
だ
が
、
よ
り

利
用
し
や
す
い
ル
ー
ト
お
よ
び
時

間
へ
と
微
調
整
し
て
い
き
た
い
。

周
知
等
に
つ
い
て
は
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
誌
、
各
報
道
機

関
を
通
じ
て
周
知
を
し
て
い
き
た

い
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

財
務
部
関
係
で
は
、
委
員
か
ら
工

事
請
負
費
に
つ
い
て
「
今
後
、
老

朽
化
す
る
箇
所
が
増
え
て
い
く
な

か
で
ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
い
く

９月定例会

　
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案
件

は
、
条
例
案
２
件
、
予
算
案
４
件
、

単
行
議
案
４
件
の
計
10
件
で
し
た
。

　
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て
、
「
改
正
す
る
主

な
理
由
は
何
か
」
と
の
質
疑
あ
り
、

「
旧
姓
を
使
用
し
な
が
ら
活
動
し

て
い
る
方
が
増
え
て
お
り
、
印
鑑

登
録
に
つ
い
て
も
旧
姓
の
印
鑑
で

実
印
と
し
て
使
用
で
き
る
改
正
で

あ
る
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
で
は
、
「
新
た
に
６
つ
の
自
治

会
が
防
犯
街
灯
を
要
望
さ
れ
ま
し

た
が
全
て
完
了
な
の
か
」
と
の
質

疑
が
あ
り
、
「
要
望
の
あ
っ
た
自

治
会
は
本
予
算
で
対
応
。
今
後
の

要
望
は
新
年
度
予
算
で
の
対
応
」

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

「
過
年
度
分
病
院
事
業
会
計
負
担

金
精
算
額
が
非
常
に
大
き
く
な
っ

て
い
ま
す
が
、
こ
の
仕
組
み
に
つ

い
て
検
証
は
し
て
い
る
の
か
」
と

の
質
疑
が
あ
り
、
「
実
績
見
込
み

等
を
精
査
し
、
経
営
分
析
も
依
頼

し
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
２
、
３
年

大
き
な
返
還
金
が
発
生
し
て
お
り
、

当
初
の
契
約
に
つ
い
て
年
度
内
に

見
直
し
を
含
め
減
額
す
る
事
は
で

イ
ー
ジ
ス
反
対
陳
情
は

                

　
　
継
続
審
査

旧
姓
の
印
鑑
が
実
印
可
能
に

循
環
バ
ス
本
格
運
行
へ

基
金
は
介
護
事
業

　 

安
定
運
営
に
活
用

の
か
」
と
の
質
疑
が
あ
り
、
当
局

か
ら
は
「
個
別
施
設
に
つ
い
て
は
、

す
べ
て
を
点
検
す
る
と
い
う
こ
と

で
、
現
在
、
点
検
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

作
成
し
て
い
る
。
壊
れ
る
前
に
直

す
と
い
う
こ
と
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

以
上
の
審
査
を
踏
ま
え
、
全
会
一

致
で
可
決
す
べ
き
と
し
ま
し
た
。

　
次
に
陳
情
「
市
議
会
と
し
て
、

秋
田
市
新
屋
へ
の
地
上
イ
ー
ジ
ス

配
備
反
対
の
意
思
表
明
を
求
め
る

陳
情
」
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
中

で
「
こ
の
イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア

に
つ
い
て
は
、
ど
う
い
っ
た
も
の

な
の
か
を
し
っ
か
り
と
多
く
の
正

し
い
情
報
を
も
っ
て
判
断
し
な
い

と
い
け
な
い
。
こ
れ
か
ら
明
ら
か

に
な
っ
て
い
く
情
報
も
あ
り
、
現

時
点
で
の
状
況
と
情
報
で
判
断
を

す
べ
き
で
は
な
い
。
国
や
県
、
秋

田
市
の
状
況
を
踏
ま
え
判
断
す
べ

き
で
あ
る
た
め
、
継
続
審
査
を
求

め
る
」
と
の
意
見
が
あ
り
、
採
決

の
結
果
、
賛
成
多
数
で
継
続
審
査

と
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

　　
　
（
委
員
長
　
大
森
　
光
信
）

き
な
い
か
と
病
院
と
協
議
を
し
て

い
る
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　　
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

で
は
、
「
基
金
残
高
が
約
４
億
円

以
上
あ
り
現
状
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
」
と
の
質
疑
が
あ

り
、
「
介
護
給
付
費
の
急
激
な
増

加
の
際
に
も
保
険
料
、
負
担
金
を

上
げ
る
こ
と
な
く
安
定
的
に
介
護

保
険
事
業
を
運
営
す
る
た
め
」
と

答
弁
。
ま
た
、
「
今
後
、
施
設
の

利
用
者
が
増
加
す
る
こ
と
で
保
険

料
が
高
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
対
策
へ
の
取

組
に
つ
い
て
」
と
の
質
疑
が
あ
り
、

「
要
支
援
、
要
介
護
者
の
重
度
化

防
止
の
た
め
、
介
護
予
防
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
る
」
と
の
答
弁
。

　
以
上
の
審
査
を
踏
ま
え
、
全
て

の
議
案
を
全
会
一
致
で
原
案
の
と

お
り
可
決
す
べ
き
と
決
し
ま
し
た
。

　　
　
（
委
員
長
　
佐
藤
　
文
信
）

で議案を審査で議案を審査で議案を審査
総 務 文 教 常 任 委 員 会

★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★

市 民 福 祉 常 任 委 員 会
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３つの常任委員会３つの常任委員会３つの常任委員会

★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★

　
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案
件

は
、
条
例
案
１
件
、
予
算
案
３
件
、

単
行
議
案
２
件
の
計
６
件
で
し
た
。

　
令
和
元
年
度
北
秋
田
市
一
般
会

計
補
正
予
算
所
管
分
に
つ
い
て
、

商
工
観
光
課
関
係
で
は
、
観
光
費

の
減
額
に
つ
い
て
「
東
北
観
光
復

興
対
策
交
付
金
の
３
D
連
携
を
基

軸
に
し
た
交
流
拡
大
事
業
が
不
採

択
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
減
額
し

た
」
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
委
員
か
ら
は
「
事
業
の
内
容
と

不
採
択
に
な
っ
た
理
由
」
に
つ
い

て
質
疑
が
あ
り
、
当
局
か
ら
は

「
多
言
語
の
ウ
ェ
ブ
作
成
、
台
湾

の
訪
日
メ
デ
ィ
ア
へ
の
情
報
発
信
、

台
北
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
に
よ

る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト
、

外
国
人
の
旅
行
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の

招
へ
い
な
ど
を
大
館
、
角
館
、
小

坂
、
北
秋
田
の
４
市
町
で
事
業
を

展
開
す
る
計
画
を
し
て
い
た
。
ま

た
、
不
採
択
の
理
由
に
つ
い
て
は

示
さ
れ
て
い
な
い
」
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

　
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て
、

３
Ｄ
連
携
を
基
軸
に
し
た

         

　 

観
光
費
の
減
額

市
道
路
線
の

     

廃
止
と
新
設

委
員
か
ら
は
「
与
吉
野
線
の
現
在

の
状
況
と
今
後
の
管
理
」
に
つ
い

て
質
疑
が
あ
り
、
当
局
か
ら
は

「
橋
梁
は
、
老
朽
化
に
よ
る
補
修

も
で
き
な
い
た
め
昨
年
撤
去
し
た

が
、
そ
の
他
は
通
れ
る
。
ま
た
、

交
通
量
は
減
っ
て
い
る
状
況
で
あ

る
。
廃
止
に
な
る
と
管
財
係
で
の

管
理
と
な
る
」
と
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。

　
市
道
路
線
の
新
設
認
定
に
つ
い

て
は
、
「
今
年
度
建
設
中
の
市
営

住
宅
南
鷹
巣
団
地
前
の
路
線
外
２

路
線
の
終
点
変
更
等
に
よ
り
新
設

す
る
も
の
」
と
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

　
以
上
、
審
査
の
結
果
、
当
委
員

会
に
付
託
さ
れ
た
案
件
は
、
全
て

全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　
　
　
（
委
員
長
　
堀
部
　
壽
）

皆さまからの請願・陳情と意見書提出

件　　　名 請願・陳情者氏名 結果 意見書

継続審査

 秋田県山村・過疎地域振興協議会
 会長　佐々木　哲男

 ミサイル基地イージス・アショアを
 考える秋田県民の会
 代表委員代表　川野辺　英昭

新たな過疎対策法の制定に関する意見書の提出について

市議会として、秋田市新屋への地上イージス配備反対の
意思表明を求める陳情

採  択 提　出

　
北
秋
田
市
・
森
林
・
林
業
・
林
産
業
活
性

化
議
員
連
盟
は
、
７
月
７
日
に
県
立
北
欧
の

杜
公
園
で
開
催
さ
れ
た
『
2
0
1
9
あ
き
た

水
と
緑
の
森
林
祭
』
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
森
林
祭
は
森
林
の
持
つ
公
益
的
機
能

や
森
づ
く
り
の
活
動
の
重
要
性
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
、
県
民
参
加
の
森
づ
く
り
を
一
層

推
進
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
毎
年
県
内
各

会
場
を
移
し
て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
式
典

参
加
後
、
記
念
植
樹
と
し
て
、
関
係
者
や
一

般
参
加
者
ら
と
イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
や
ハ
ナ
ミ
ズ

キ
な
ど
６
種
類
の
苗
木
を
植
え
、
自
然
を
守

る
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る

と
と
も
に
、
環
境
保
全
の
意
識
を
高
め
ま
し

た
。

林
活
議
連
研
修

植樹後の記念撮影

新設認定された市道

３つの常任委員会３つの常任委員会３つの常任委員会
産 業 建 設 常 任 委 員 会
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全
国
的
に
少
子
高
齢
化
が
進
む
中

で
、
本
市
は
人
口
の
４
割
が
高
齢
者
と

な
る
、
超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
て
い
ま

す
。
ひ
と
り
暮
ら
し
や
高
齢
者
の
み
世

帯
の
日
常
的
生
活
支
援
の
具
体
策
に
つ

い
て
お
伺
い
し
ま
す
。
。

　
　

食
の
自
立
支
援
事
業
に
お
け
る
配

達
時
や
関
係
機
関
に
よ
る
全
戸
訪
問
、

民
生
委
員
や
自
治
会
か
ら
情
報
提
供
に

よ
る
安
否
確
認
の
ほ
か
、
安
心
電
話
の

設
置
や
福
祉
の
雪
事
業
、
通
い
の
場
の

提
供
で
孤
立
化
の
防
止
に
努
め
て
い
ま

す
。

　
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
４
月

か
ら
３
圏
域
に
再
設
定
し
支
援
が
始
ま

っ
た
が
、
連
携
は
ど
う
進
め
ら
れ
て
い

る
の
か
。

　
　
毎
月
定
例
の
連
絡
会
を
開
催
し
て

情
報
共
有
を
図
っ
て
い
る
ほ
か
、
随
時

困
難
事
例
へ
の
対
応
や
必
要
に
応
じ
た

協
働
訪
問
、
各
分
野
の
専
門
家
に
よ
る

個
別
の
ケ
ア
会
議
を
開
催
し
、
個
々
に

最
も
適
し
た
支
援
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　
　
社
協
の
職
員
や
保
健
セ
ン
タ
ー
で

毎
年
地
域
に
出
向
き
、
全
戸
訪
問
を
行

っ
て
い
ま
す
が
、
関
係
機
関
と
の
連
携

に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

　
　
気
に
な
る
人
や
心
配
な
人
の
情
報

提
供
を
受
け
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
と
の
協
働
訪
問
で
必
要
な
支
援
に
つ

な
げ
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
民
生
委

員
や
自
治
会
、
近
所
の
人
か
ら
の
情
報

を
受
け
て
訪
問
や
相
談
な
ど
必
要
な
支

援
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　
　
方
言
や
民
話
を
語
り
継
ぎ
、
地
域

の
文
化
を
残
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

　
　
方
言
や
民
話
は
地
域
固
有
の
文
化

で
あ
り
、
そ
の
地
域
の
生
活
や
風
土
を

象
徴
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
特
に

方
言
は
生
活
の
根
源
で
あ
る
た
め
、
保

存
や
継
承
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

　
　
民
俗
芸
能
大
会
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
工
夫
が
必
要
で
な
い
か
。

　
　
検
討
し
て
い
き
た
い
。
　
　

ＡＡ

Ａ

ＱＱ

Ｑ

毎年上昇している高齢化率

★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★

高
齢
者
世
帯
へ
の
支
援
に
つ
い
て

　   

　 

久
留
嶋
　
範
子
（
共
産
党
議
員
団
）

　
一
般
質
問
は
、
９
月
10
日
・
11
日
に
行
わ
れ
、
８
名
の
議
員

が
登
壇
し
ま
し
た
。

※

掲
載
文
は
、
質
問
者
の
執
筆
に
よ
る
原
稿
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

④ 中嶋　洋子 議員 ⑤ 三浦　倫美 議員 ⑥ 長崎　克彦 議員 ⑦ 福岡　由巳 議員

⑧ 板垣　　淳 議員

◆ 一般質問とは？

　議員が市長や教育長など市当局に対し、広く市政についての報告や
説明を求めるもので、定例会ごとに行なわれます。

１　鷹巣中央小学校と鷹巣
　　南小学校の統合
２　救急医療情報キット
３　げんきワールドの今後
　　の方向性

③ 大森　光信 議員

１　児童館
２　林業の振興

１　保護司の活動と市の
　　協力体制
２　民生委員の活動と市
　　の協力体制

１　農業・畜産業の振興
２　限界集落や戸数が減少
　　している自治会組織の
　　運営
３　岩石採取の許認可事務

１　小阿仁川流域の環境改善
２　孫七沢地内の森林
３　北秋田市制15周年記念
　　事業

１　子育て支援
２　学校教育環境

〔P.8〕

〔P.7〕

② 虻川　　敬 議員

１　子育て支援制度
２　移住定住

〔P.7〕

① 久留嶋 範子 議員

１　高齢者世帯への支援
２　ふるさとの文化活動

〔P.6〕

〔P.8〕 〔P.9〕 〔P.9〕

〔P.10〕

◆ 一般質問とは？

Ａ Ｑ

Ａ Ｑ

北鹿新聞
令和元年９月16日号

活かそう市民の声　市政を問う!
◎一般質問は、「一問一答方式」と「総括質問方式」の選択制としています。一般質問一般質問一般質問
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林
業
の
成
長
産
業
化
を
目
指
す
上
で
、

Ｆ
Ｍ
、
Ｃ
ｏ
Ｃ
認
証
を
取
得
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。
市
は
、
他
産
地
と

の
差
別
化
、
市
産
材
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
を
図
る
施
策
が
必
要
と
思
う
が
ど
う

か
。
ま
た
、
助
成
や
補
助
制
度
を
策
定

し
、
森
林
認
証
や
認
証
林
の
利
用
を
促

進
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
森
林
所
有
者
や
素
材
生
産
か
ら
製

品
の
加
工
、
流
通
に
至
る
ま
で
の
関
係

者
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
が
必

要
と
な
る
こ
と
、
ま
た
、
Ｆ
Ｍ
認
証
コ

ス
ト
や
Ｃ
ｏ
Ｃ
認
証
に
お
け
る
日
常
管

理
の
コ
ス
ト
高
も
あ
り
、
慎
重
に
検
討

し
て
い
る
と
こ
ろ
。
助
成
や
補
助
制
度

等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
森
林
認
証
の
方

向
性
が
固
ま
っ
た
段
階
に
お
い
て
さ
ら

に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

老朽化が進む児童館

人気のドリームワールド

★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★

　
　
子
育
て
、
出
産
に
関
す
る
当
市
の

助
成
制
度
を
、
さ
ら
に
充
実
し
、
他
自

治
体
よ
り
有
利
な
支
援
制
度
や
助
成
制

度
に
で
き
な
い
か
。

　
　

現
在
交
付
さ
れ
て
い
る
子
育
て
ク

ー
ポ
ン
券
の
使
用
使
途
を
現
在
の
粉
ミ

ル
ク
や
紙
お
む
つ
の
購
入
、
一
時
預
か

り
事
業
の
利
用
代
金
以
外
で
も
使
用
で

き
る
よ
う
早
め
に
検
討
し
て
ゆ
く
。
市

独
自
の
手
厚
い
支
援
策
を
講
じ
て
い
る

が
経
済
的
な
負
担
軽
減
と
新
進
的
な
不

安
の
解
消
の
両
面
か
ら
公
平
性
を
考
慮

し
な
が
ら
有
効
な
施
策
の
検
討
を
重
ね

て
ま
い
り
ま
す
。

　 

子
育
て
支
援
の
情
報
告
知
等
を
も

う
少
し
わ
か
り
や
す
く
す
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

　 

当
市
で
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

広
報
、
子
育
て
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
市

民
病
院
の
小
児
科
待
ち
あ
い
ス
ペ
ー
ス

の
各
種
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
設
置
、
子
育
て

カ
レ
ン
ダ
ー
の
発
行
に
よ
り
情
報
を
発

信
し
て
お
り
ま
す
の
で
今
後
も
市
民
目

線
で
の
見
や
す
さ
、
わ
か
り
や
す
さ
を

研
究
し
な
が
ら
よ
り
多
く
の
方
々
へ
周

知
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　 

子
育
て
関
連
機
関
と
の
情
報
共
有

体
制
は
妥
当
か
。

　 

保
健
セ
ン
タ
ー
の
母
子
手
帳
交
付

や
健
診
、
訪
問
事
業
に
よ
り
必
要
な
情

Ａ ＱＱ

　
　
市
内
5
施
設
の
利
用
者
数
等
か
ら
、

市
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　

鷹
巣
西
児
童
館
の
１
日
平
均
利
用

者
数
は
、
平
成
27
年
度
の
４
９
・
９
人

に
対
し
て
平
成
30
年
度
は
５
人
。

　
　
公
的
に
子
供
を
預
か
る
施
設
と
し

て
、
耐
震
工
事
を
し
て
い
る
か
が
安
全

を
確
保
す
る
上
で
非
常
に
大
事
。
こ
れ

ら
の
施
設
は
耐
震
工
事
を
し
て
い
る
か
。

　
　
耐
震
化
や
耐
震
診
断
を
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
な
い
。
築
年
数
や
施
設
の
状

態
を
確
認
し
な
が
ら
必
要
に
応
じ
て
実

施
を
し
て
い
く
。

　
　
旧
鷹
巣
西
小
学
校
近
く
に
あ
る
西

児
童
館
、
統
合
す
る
予
定
と
な
っ
て
い

る
鷹
巣
中
央
小
学
校
に
隣
接
し
て
い
る

鷹
巣
中
央
児
童
館
は
、
現
在
の
ま
ま
継

続
し
て
い
く
の
か
。

　
　
今
後
の
学
校
統
合
に
伴
う
児
童
館

の
利
用
状
況
や
需
要
の
変
化
を
把
握
し

な
が
ら
、
規
模
や
管
理
の
あ
り
方
な
ど

を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
森
林
環
境
譲
与
税
を
木
材
利
用
促

進
の
一
環
と
し
て
、
市
内
住
宅
の
市
産

材
利
用
へ
の
補
助
や
移
住
者
住
宅
へ
の

支
援
等
は
検
討
で
き
な
い
か
。

　
　
地
域
の
ニ
ー
ズ
や
特
性
に
応
じ
た

市
単
独
補
助
事
業
に
つ
い
て
も
今
後
検

討
し
て
い
く
。

　
　
持
続
可
能
な
森
林
経
営
あ
る
い
は

ＡＡＡＡ

Ａ

ＱＱＱＱＱ

有
利
な
子
育
て
制
度
を

　
　
　
　
　
　 

虻
川
　
　
敬
（
新
創
会
）

報
を
共
有
し
て
お
り
ま
す
の
で
保
護
者

か
ら
の
問
い
合
わ
せ
は
す
べ
て
担
当
窓

口
に
集
約
さ
れ
、
個
人
情
報
に
配
慮
し

な
が
ら
随
時
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　 

子
育
て
し
や
す
い
街
づ
く
り
に
つ

い
て
、
新
た
な
環
境
整
備
や
施
策
な
ど

の
今
後
の
展
望
は
。

　 

現
在
、
包
括
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
切

れ
目
な
く
提
供
す
る
子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
向
け
た
検
討

を
進
め
て
お
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
子

育
て
世
代
や
社
会
的
な
ニ
ー
ズ
の
把
握

に
努
め
な
が
ら
、
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
の

両
面
か
ら
子
育
て
し
や
す
い
街
づ
く
り

と
よ
り
よ
い
子
育
て
支
援
策
の
整
備
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

 

児
童
館
の
耐
震
化
は

　   

　    

　
大
森
　
光
信
（
み
ら
い
）

ＱＡＡ

Ａ Ｑ
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迫
っ
て
い
る
。
今
後
の
方
向
性
を
出
す

べ
き
」
と
質
問
。
市
長
は
、
「
契
約
満

了
を
迎
え
る
前
に
事
業
の
見
直
し
必

要
」
と
答
弁
。

　
検
討
委
員
会
の
結
論
は
賃
貸
借
満
了

日
で
終
了
、
事
業
は
コ
ム
コ
ム
で
継
続
。

市
長
の
考
え
は
契
約
の
継
続
か
廃
止
か
。

　
　
検
討
委
員
会
の
報
告
書
は
、
駐
車

場
の
充
実
や
路
線
バ
ス
利
用
者
の
利
便

性
等
コ
ム
コ
ム
に
場
所
を
移
し
て
も
、

事
業
継
続
は
可
能
で
あ
る
。
意
見
を
真

摯
に
受
け
止
め
尊
重
す
る
一
方
、
事
業

が
衰
退
し
な
い
よ
う
慎
重
に
判
断
し
ま

す
。

　
　
民
生
委
員
と
市
の
協
力
体
制
は
。

　
　
民
生
委
員
は
、
民
生
委
員
法
に
基

づ
き
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た

非
常
勤
の
地
方
公
務
員
で
、
児
童
福
祉

法
に
よ
っ
て
児
童
委
員
も
兼
ね
て
い
ま

す
。
社
会
福
祉
の
増
進
の
た
め
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
地
域
住
民
の
立
場
か
ら
、
生

活
や
福
祉
全
般
、
子
育
て
に
関
す
る
相

談
や
援
助
活
動
を
行
い
、
地
域
住
民
の

身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
支
援
を
必
要

と
す
る
住
民
と
行
政
や
関
係
機
関
を
結

ぶ
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
市
と
し
て
は
、
委
員
活
動
へ
の
協
力

体
制
を
継
続
し
連
携
を
と
り
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。

廃止予定のげんきワールド

更生保護サポートセンター

　
　
鷹
巣
中
央
小
学
校
と
鷹
巣
南
小
学

校
は
令
和
３
年
４
月
統
合
予
定
。
統
合

校
は
、
現
在
の
鷹
巣
南
中
学
校
校
舎
。

校
名
募
集
と
決
定
の
時
期
、
方
法
は
。

　
　
統
合
新
小
学
校
名
の
募
集
は
、
８

月
26
日
を
締
め
切
り
と
し
て
、
対
象
地

区
の
自
治
会
長
か
ら
応
募
用
紙
を
各
戸

に
配
布
す
る
と
と
も
に
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
市
外
在
住
の
卒
業
生
に
も
広

く
呼
び
か
け
た
。
募
集
総
数
は
72
。

　
第
３
回
統
合
準
備
委
員
会
で
詳
細
を

説
明
し
、
決
定
方
法
を
さ
ら
に
検
討
し
、

年
内
に
決
定
し
ま
す
。

　
校
名
決
定
後
に
校
章
・
校
旗
・
校
歌

等
に
つ
い
て
も
検
討
し
ま
す
。

　
　
救
急
医
療
キ
ッ
ト
。
各
地
区
の
配

布
状
況
、
効
果
と
今
後
の
課
題
は
。

　
　
鷹
巣
１
１
５
９
個
、
合
川
２
３
４

個
、
森
吉
２
６
１
個
、
阿
仁
21
個
、
合

計
１
６
７
５
個
配
布
。
救
急
搬
送
で
活

用
は
25
件
。
高
齢
者
の
１
人
暮
ら
し
や

高
齢
世
帯
が
増
加
し
、
有
事
の
際
の
貴

重
な
情
報
源
と
な
り
得
る
重
要
な
事
業
。

キ
ッ
ト
の
意
義
や
目
的
を
P
R
す
る
と

と
も
に
、
キ
ッ
ト
を
持
っ
て
い
る
人
に

対
し
て
は
、
玄
関
貼
り
付
け
シ
ー
ル
や

情
報
シ
ー
ル
の
見
直
し
、
更
新
を
呼
び

か
け
て
い
き
ま
す
。

　
　
平
成
29
年
度
決
算
特
別
委
員
会
で

私
は
、
「
げ
ん
き
ワ
ー
ル
ド
の
土
地
建

物
の
賃
貸
借
契
約
の
満
了
が
３
年
後
に

Ａ Ａ ＱＱ

　
　
人
生
山
あ
り
谷
あ
り
、
多
様
性
を

認
め
寛
容
性
を
身
に
つ
け
て
、
誰
も
が

自
分
ら
し
く
人
間
ら
し
く
生
き
ら
れ
る

支
え
あ
う
社
会
へ
。
個
人
的
あ
り
方
と

共
に
社
会
的
役
割
を
担
っ
て
い
る
方
々

の
活
動
へ
の
理
解
と
市
と
の
協
力
体
制

を
知
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　
保
護
司
の
活
動
と
市
の
協
力
体
制
は
。

　
　
保
護
司
は
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱

を
受
け
た
非
常
勤
の
国
家
公
務
員
。
犯

罪
や
非
行
を
し
た
人
の
社
会
復
帰
を
地

域
で
支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。
北
秋
田

保
護
区
（
当
市
と
上
小
阿
仁
村
）
で
現

在
35
名
が
活
動
。
犯
罪
や
非
行
を
し
た

人
た
ち
と
の
定
期
的
面
接
、
更
生
を
図

る
た
め
の
指
導
、
生
活
上
の
助
言
や
就

労
の
手
助
け
、
少
年
院
や
刑
務
所
か
ら

の
保
釈
後
の
社
会
復
帰
に
必
要
な
受
け

入
れ
体
制
を
整
え
た
り
、
更
生
に
つ
い

て
の
理
解
を
深
め
る
啓
発
活
動
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
北
秋
田
市
は
保
護
司

会
と
協
力
し
、
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
集
会
を
開
催
し
、
米
代
川
花
火
大
会

で
の
P
R
活
動
な
ど
啓
発
を
図
っ
て
い

ま
す
。
昨
年
度
、
活
動
拠
点
と
し
て
北

秋
田
地
区
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
（
宮
前
町
庁
舎
改
築
中
は
森
吉
庁
舎

内
）
が
設
置
さ
れ
、
各
関
係
機
関
と
も

連
携
、
協
力
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

Ａ

Ａ

Ｑ

Ｑ

げ
ん
き
ワ
ー
ル
ド
の
今
後
は

　   

　 

　
　 

中
嶋
　
洋
子
（
み
ら
い
）

★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★

保
護
司
、
民
生
委
員
と
市
の
協
力
体
制
は

　   

　  

三
浦
　
倫
美
（
共
産
党
議
員
団
）

Ａ

Ｑ
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来
年
３
月
22
日
は
市
政
15
周
年
記

念
日
で
あ
る
。
市
長
の
本
年
度
施
政
方

針
で
は
一
切
触
れ
ず
、
ま
た
予
算
も
つ

い
て
い
な
い
。
合
併
し
て
い
ま
だ
一
度

も
記
念
誌
を
発
行
し
て
い
な
い
。
１
つ

の
節
目
と
し
て
市
民
と
と
も
に
祝
う
べ

き
で
な
い
か
。
ま
た
、
市
史
編
さ
ん
の

態
勢
づ
く
り
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
人
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
方
が
あ
る
が
、

15
周
年
を
節
目
と
し
た
記
念
事
業
や
記

念
誌
発
行
の
構
想
は
現
在
も
計
画
し
て

い
な
い
。
市
史
編
さ
ん
は
現
在
資
料
の

確
認
作
業
を
行
っ
て
い
る
。

福
祉
に
携
わ
る
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、

一
つ
の
集
落
で
活
動
で
き
な
い
事
例
が

発
生
し
た
場
合
等
に
は
、
相
談
し
な
が

ら
個
別
に
対
応
し
て
参
り
ま
す
。

　
　
地
方
分
権
、
地
方
創
生
が
進
む
中

で
、
岩
石
採
取
の
許
認
可
事
務
を
当
市

で
も
実
施
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
。

　
　
昨
年
３
月
以
降
、
関
係
者
で
検
討

し
た
結
果
、
「
産
業
振
興
と
利
便
性
」

の
向
上
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
20
年

度
か
ら
実
施
で
き
る
よ
う
に
関
係
機
関

と
調
整
し
て
い
く
。
な
お
、
当
市
で
は

現
在
７
社
、
10
ヵ
所
の
許
認
可
を
受
け

て
い
ま
す
。

　
　

★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★

　
　
当
市
の
農
・
畜
産
業
は
後
継
者
不

足
と
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

年
々
耕
作
放
棄
地
な
ど
も
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

　
基
幹
産
業
を
守
り
更
に
発
展
さ
せ
る

た
め
に
は
「
ス
マ
ー
ト
」
農
業
へ
の
取

り
組
み
が
不
可
欠
と
考
え
ま
す
が
、
そ

の
取
り
組
み
と
考
え
方
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

　
　
担
い
手
の
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る

当
市
で
も
、
農
作
業
の
省
力
化
や
軽
労

化
す
べ
き
、
い
わ
ゆ
る
、
ス
マ
ー
ト
農

業
の
活
用
を
導
入
す
る
こ
と
が
重
要
と

な
る
分
野
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
　
和
牛
、
比
内
地
鶏
の
現
状
と
課
題

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
和
牛
の
飼
育
農
家
数
は
33
戸
、
４

３
９
頭
。
比
内
地
鶏
は
19
戸
、
５
万
１

４
０
０
羽
。
い
ず
れ
も
高
齢
化
と
後
継

者
不
足
が
大
き
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。

　
　
少
子
高
齢
化
に
よ
る
限
界
集
落
や

戸
数
が
年
々
減
少
し
自
治
会
運
営
が
困

難
に
な
っ
て
い
る
集
落
へ
の
対
応
策
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
自
治
会
運
営
が
困
難
な
集
落
へ
の

対
応
に
つ
い
て
は
、
少
子
高
齢
化
が
進

む
当
市
で
は
大
変
大
き
な
問
題
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
の
で
、
地
域
で
の
暮

ら
し
を
支
援
す
る
観
点
か
ら
、
行
政
や

ＡＡ ＱＱ 農
・
畜
産
業
の
振
興
と
対
策
に
つ
い
て

　   
　 

　 

　
長
崎
　
克
彦
（
無
会
派
）

整備計画ない林道崩落個所

坊沢地区の大豆畑

　
　
孫
七
沢
林
道
は
昨
年
５
月
の
小
阿

仁
川
氾
濫
に
よ
り
河
岸
の
法
面
が
大
き

く
崩
落
し
、
軽
ト
ラ
で
も
通
る
の
が
危

険
な
状
態
に
あ
る
。
早
急
に
整
備
す
べ

き
で
あ
る
。
ま
た
、
崩
落
は
川
の
流
れ

の
変
化
に
よ
り
放
置
で
き
な
い
状
況
で

護
岸
工
事
な
ど
を
管
理
者
で
あ
る
県
に

要
望
す
べ
き
で
な
い
か
。

　
　
大
雨
に
よ
る
小
阿
仁
川
路
肩
の
崩

落
は
林
道
敷
地
内
で
あ
る
た
め
林
道
管

理
者
が
復
旧
す
る
こ
と
に
な
り
準
備
を

進
め
て
い
る
。
崩
落
に
つ
い
て
は
河
川

の
被
災
原
因
で
な
い
と
は
言
え
な
い
と

思
う
。
し
か
し
、
崩
落
個
所
が
林
道
敷

地
内
と
の
こ
と
か
ら
河
川
の
ほ
う
で
は

採
択
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
　
孫
七
沢
林
道
の
未
整
備
等
に
よ
り
、

伐
採
等
は
さ
ら
に
遅
れ
る
も
の
と
危
惧

さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
長
年
、
お
金
と
手

間
を
か
け
て
き
た
市
行
造
林
や
民
有
林

な
ど
が
収
入
に
な
る
の
か
心
配
す
る
が
、

収
入
増
を
図
る
方
策
は
何
が
あ
る
か
。

　
　
植
林
し
て
か
ら
60
年
と
長
い
年
月

が
経
つ
の
で
、
そ
の
間
の
金
銭
価
値
、

木
材
価
格
等
の
変
動
に
よ
り
明
確
な
計

算
は
で
き
な
い
の
が
現
状
、
た
だ
保
育

作
業
、
間
伐
等
に
よ
り
良
質
材
を
産
出

す
る
こ
と
で
よ
い
収
入
が
生
ま
れ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

ＡＡ ＱＱ

Ｑ

大
型
車
可
能
な
孫
七
沢
林
道
早
期
整
備
を

　   

　  

　
　
福
岡
　
由
巳
（
無
会
派
）

ＡＱ

ＱＡ

Ａ
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小
田
原
市
、
奏
野
市
を
視
察
研
修

議
会
運
営
委
員
会
所
管
事
務
調
査

教
室
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
を

　     

板
垣
　
　
淳
（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★

　
議
会
運
営
委
員
会
で
は
、
７
月
10
日

に
神
奈
川
県
小
田
原
市
、
奏
野
市
に
お

い
て
議
会
運
営
及
び
議
会
改
革
等
に
つ

い
て
所
管
事
務
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
小
田
原
市
で
は
、
市
民
に
開
か
れ
た

議
会
を
目
指
し
、
様
々
な
改
革
や
活
性

化
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
、
一
例

と
し
て
、
議
長
か
ら
の
諮
問
や
会
派
か

ら
の
提
案
事
項
に
対
し
て
議
会
改
革
推

進
委
員
会
を
設
置
し
、
取
り
ま
と
め
て

答
申
す
る
と
い
う
実
効
性
の
確
保
に
努

め
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
市
民
ア
ン
ケ

ー
ト
を
必
要
に
応
じ
て
実
施
す
る
な
ど
、

市
民
意
見
を
議
会
審
議
に
反
映
で
き
る

仕
組
み
作
り
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

所管事務
調査報告

奏野市での研修のようす

　
奏
野
市
で
は
、
議
会
改
革
の
一
環
と

し
て
、
議
場
に
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
の
設

置
と
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入
を
行
い
、

議
会
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
図
っ
て
い
ま
し
た
。

傍
聴
者
や
議
会
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を

         

議
会
審
議
に
反
映

議
会
の
I
C
T
化

    

（
情
報
通
信
技
術
）
事
例

保育園の給食のようす

国
保
全
体
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
く
。

　
　
昨
年
、
教
室
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置

す
る
よ
う
質
問
し
た
ら
「
教
室
の
気
温

を
調
査
し
て
検
討
す
る
」
と
の
答
弁
だ

っ
た
。
そ
の
結
果
は
。

　
　
９
月
末
ま
で
調
査
し
、
そ
の
結
果

を
み
て
検
討
す
る
。

　
　
今
年
設
置
し
た
上
小
阿
仁
の
子
は

涼
し
い
と
こ
ろ
で
勉
強
。
北
秋
田
市
の

子
は
暑
い
と
こ
ろ
で
勉
強
。
こ
の
違
い

は
教
育
長
の
熱
意
一
つ
。
四
の
五
の
言

わ
ず
に
設
置
す
べ
き
。

　
　
設
置
す
る
方
向
で
考
え
る
。

　
　
３
才
以
上
の
保
育
料
を
無
料
に
す

る
代
わ
り
に
副
食
費
（
お
か
ず
代
）
が

新
た
に
徴
収
さ
れ
る
。
児
童
福
祉
法
で

は
食
事
の
提
供
は
保
育
園
の
義
務
だ
と

定
め
て
い
る
し
、
保
育
料
無
償
化
で
浮

く
市
の
お
金
の
何
分
の
一
か
あ
れ
ば
で

き
る
こ
と
な
の
で
、
副
食
費
も
無
料
に

で
き
な
い
か
。

　
　
在
宅
で
の
子
育
て
や
学
校
給
食
は

費
用
を
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
保
育
園

で
も
徴
収
す
る
。

　
　
県
内
16
市
町
村
が
副
食
費
を
無
料

に
す
る
。
津
谷
市
長
は
「
当
市
の
子
育

て
支
援
策
は
県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
」
と

言
う
が
、
半
数
以
上
が
や
る
こ
と
さ
え

や
ら
な
い
の
な
ら
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と
は

言
え
な
い
。

　
　
市
町
村
に
よ
っ
て
考
え
方
が
違
う

の
は
当
然
だ
。

　
　
国
の
保
育
料
無
償
化
で
市
の
負
担

が
大
幅
に
減
る
。
そ
れ
を
使
っ
て
思
い

切
っ
て
園
児
全
員
の
保
育
料
を
無
料
に

す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
な
い
。

　
　
国
民
健
康
保
険
の
「
均
等
割
」
は

産
ま
れ
る
だ
け
で
税
金
を
か
け
る
も
の

で
、
出
産
祝
い
金
ど
こ
ろ
か
出
産
ペ
ナ

ル
テ
ィ
。
少
子
化
対
策
に
逆
行
す
る
。

　
　
子
ど
も
の
均
等
割
に
関
わ
ら
ず
、

Ａ

ＱＡＱＡＱ

ＱＡ

ＡＱＡ

Ｑ

を
視
聴
し
て
い
る
市
民
か
ら
は
、
議
会

で
の
審
議
内
容
が
わ
か
り
や
す
く
な
っ

た
と
の
意
見
が
あ
り
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
導
入
で
は
、
最
新
の
情
報
が
シ
ス
テ

ム
内
に
あ
る
た
め
、
当
局
側
と
議
会
側

で
情
報
の
共
有
化
が
図
ら
れ
、
効
率
化

に
つ
な
が
っ
た
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

　
今
回
の
両
市
の
視
察
を
参
考
に
し
、

議
会
改
革
項
目
の
検
証
を
実
施
す
る
こ

と
と
し
、
議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
つ
い
て
は

導
入
に
向
け
た
協
議
を
図
る
こ
と
を
確

認
し
て
い
ま
す
。
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保
育
料
の
無
償
化
に
関
わ
る

　
　
条
例
な
ど
４
議
案
を
可
決

第２回
臨時会
第２回
臨時会

　
令
和
元
年
第
２
回
臨
時
会
が
８
月
６
日

に
開
か
れ
、
議
案
４
件
が
上
程
さ
れ
、
全

て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
条
例
改
正
案
の
３
件
は
い
づ
れ
も
、
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
が
10
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ

と
に
伴
っ
た
も
の
で
、
こ
の
う
ち
北
秋
田

市
保
育
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
は
、
「
満
３
歳
以
上
の

教
育
・
保
育
給
付
認
定
子
ど
も
に
係
る
教

育
・
保
育
給
付
認
定
保
護
者
及
び
満
３
歳

未
満
保
育
認
定
子
ど
も
に
係
る
住
民
税
非

課
税
世
帯
で
あ
る
教
育
・
保
育
給
付
認
定

保
護
者
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
負
担
額
が

無
料
と
な
る
こ
と
か
ら
、
所
要
の
規
定
の

整
備
を
行
う
も
の
」
と
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
北
秋
田
市
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
ハ

ウ
ス
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
は
、
「
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
ハ

ウ
ス
（
わ
ん
ぱ
ぁ
く
）
の
利
用
料
に
つ
い

て
、
要
件
を
満
た
す
子
供
が
利
用
し
た
場

合
に
市
が
費
用
を
支
給
す
る
こ
と
が
定
め

ら
れ
た
た
め
、
利
用
料
の
改
正
を
行
う
も

の
」
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、
主

に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
に
伴
っ
た
シ
ス
テ
ム
改
修
委

託
や
副
食
費
材
料
費
補
助
金
、
保
育
料
無

償
化
に
よ
る
扶
助
費
等
に
つ
い
て
追
加
さ

れ
ま
し
た
。

主 な 補 正 予 算 補  正  予  算  額

障害児発達支援業務
システム改修委託

子ども子育てシステム
改修委託

すこやか子育て支援
事業副食材料費補助金

無償化に伴う扶助費

第
２
回
臨
時
会
の
議
事

〇
一
般
会
計
補
正
予
算

〇
北
秋
田
市
保
育
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

〇
北
秋
田
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特

　
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基

　
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

　
例
の
制
定
に
つ
い
て

〇
北
秋
田
市
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
ハ
ウ
ス
条
例

　
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　　１，２１７，０００円

　　８，８８３，０００円

　　４，５５０，０００円

　　６，４３３，０００円
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一
般
会
計
決
算
特
別
委
員
会

特
別
・
企
業
会
計
決
算
特
別
委
員
会

 

　
今
定
例
会
に
は
、
平
成
30
年
度
各
会

計
決
算
の
認
定
24
件
が
提
案
さ
れ
ま
し

た
。

　
各
常
任
委
員
会
か
ら
選
出
さ
れ
た
委

員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
委
員
長
　
　
佐
藤
　
光
子

▽
副
委
員
長
　
杉
渕
　
一
弘

▽
委
員
　
　
　
三
浦
　
倫
美

　
　
　
　
　
　
小
笠
原
　
寿

　
　
　
　
　
　
福
岡
　
由
巳

　
　
　
　
　
　
松
尾
　
秀
一

　
　
　
　
　
　
長
崎
　
克
彦

　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
重
光

　
　
　
　
　
　
松
橋
　
　
隆

▽
委
員
長
　
　
板
垣
　
　
淳

▽
副
委
員
長
　
虻
川
　
　
敬

▽
委
員
　
　
　
山
田
　
博
康

　
　
　
　
　
　
久
留
嶋
範
子

　
　
　
　
　
　
武
田
　
浩
人

　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
文
信

　
　
　
　
　
　
大
森
　
光
信

　
　
　
　
　
　
堀
部
　
　
壽

　
　
　
　
　
　
中
嶋
　
洋
子

  

平
成
30
年
度
各
会
計
決
算
認
定
案

24
件
が
各
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
去

る
９
月
９
日
の
委
員
会
構
成
か
ら
、

10
月
２
日
ま
で
の
期
間
に
お
い
て
、

特
別
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
本
委
員
会
に
認
定
議
案
と
し
て
付

託
さ
れ
た
事
件
は
、
１
件
で
あ
り
ま

し
た
。

　
審
査
の
最
終
日
に
は
、
市
長
、
副

市
長
、
教
育
長
に
対
し
て
総
括
質
疑

を
行
い
、
認
定
・
不
認
定
の
判
断
に

資
し
ま
し
た
。

　
付
託
さ
れ
た
「
一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
」
に
つ
い
て
は
、
各

所
管
の
決
算
審
査
の
ほ
か
に
、
総
括

質
疑
に
お
い
て
も
「
財
政
状
況
」

「
観
光
施
策
」
「
人
口
減
少
抑
制
へ

の
取
組
」
「
交
通
イ
ン
フ
ラ
整
備
」

「
防
災
政
策
」
等
多
岐
に
わ
た
る
質

疑
が
あ
り
、
各
委
員
よ
り
当
局
に
対

し
、
様
々
な
角
度
か
ら
貴
重
な
意
見

や
提
言
も
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
決
算
審
査
の
内
容
は
、
監
査
委
員

の
意
見
「
二
年
連
続
の
実
質
単
年
度

収
支
が
赤
字
に
転
落
し
た
こ
と
な
ど

に
関
し
て
、
例
外
や
聖
域
の
な
い
事

務
事
業
の
改
善
・
改
革
に
全
職
員
で

本
気
で
取
り
組
ま
れ
た
い
」
を
踏
ま

え
、
次
年
度
以
降
の
「
予
算
編
成
指

  

本
委
員
会
に
認
定
議
案
と
し
て
付

託
さ
れ
た
事
件
は
、
23
件
で
あ
り
ま

し
た
。
審
査
の
最
終
日
に
は
、
市
長
、

副
市
長
に
対
し
て
総
括
質
疑
を
行
い
、

認
定
・
不
認
定
の
判
断
に
資
し
ま
し

た
。

　
介
護
保
険
特
別
会
計
で
は
、
一
部

で
意
見
の
一
致
を
み
る
こ
と
が
で
き

ず
「
引
き
上
げ
総
額
約
1
億
円
、
基

金
に
は
約
1
億
円
を
積
ん
で
い
る
、

決
算
特
別
委
員
会
設
置

決
算
特
別
委
員
会
審
査
報
告

一
般
会
計
決
算
特
別
委
員
会

特
別
・
企
業
会
計
決
算
特
別
委
員
会

針
」
と
し
て
も
、
大
い
に
期
待
で
き

る
審
議
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
慎
重
審
査
を
経
た
結
果
、

一
部
の
意
見
の
一
致
が
み
ら
れ
ず
、

討
論
で
は
「
財
政
状
況
は
驚
く
ほ
ど

悪
化
し
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る

が
原
因
は
経
常
的
経
費
が
膨
ら
ん
で

い
る
た
め
。
大
型
公
共
事
業
建
設
で

借
金
を
増
や
し
た
こ
と
が
表
れ
て
い

る
。
加
え
て
ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
事
業
に

3
0
0
0
万
円
を
か
け
る
無
駄
遣
い

は
市
民
か
ら
も
批
判
が
あ
が
っ
て
い

る
」
と
の
反
対
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
「
予
算
は
今
回
の
決
算
審
査
に

よ
っ
て
適
正
に
事
業
執
行
さ
れ
て
い

た
。
監
査
意
見
の
件
に
つ
い
て
も
、

市
長
か
ら
行
財
政
改
革
を
徹
底
し
て

推
進
す
る
と
答
弁
が
得
ら
れ
た
」
と

賛
成
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

　
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
認
定

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

歳
入
歳
出
差
引
2
億
3
6
0
0
円
を

繰
り
越
し
た
こ
と
を
み
て
も
、
引
き

上
げ
る
必
要
は
な
か
っ
た
と
判
断
で

き
る
」
ま
た
「
平
成
30
年
度
の
特
別

会
計
予
算
の
提
案
が
な
さ
れ
る
前
に

第
7
期
の
事
業
計
画
が
ま
だ
示
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
。
予
算
が
先
行
し
て

い
る
。
平
成
30
年
度
に
向
け
て
、
予

算
と
事
業
計
画
の
矛
盾
が
生
じ
て
い

た
の
で
は
な
い
か
」
な
ど
の
反
対
討

論
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
病
院
事
業
会
計
決
算
に
お

い
て
も
一
部
で
意
見
の
一
致
を
み
る

こ
と
が
で
き
ず
「
医
師
確
保
等
医
療

体
制
充
実
の
取
り
組
み
は
十
分
で
な

い
こ
と
、
ま
た
依
然
と
し
て
待
ち
時

間
が
長
い
な
ど
の
接
遇
の
課
題
、
病

院
の
立
地
条
件
に
よ
る
ア
ク
セ
ス
の

課
題
等
、
患
者
の
立
場
か
ら
改
善
す

べ
き
課
題
が
山
積
し
て
お
り
、
こ
の

点
も
含
め
厚
生
連
と
の
指
定
管
理
料

の
在
り
方
な
ど
、
当
市
と
厚
生
連
と

の
踏
み
込
ん
だ
意
見
交
換
が
行
わ
れ

な
け
れ
ば
根
本
的
な
経
営
改
善
は
図

れ
な
い
と
考
え
る
。
そ
の
点
に
お
い

て
審
査
の
結
果
、
踏
み
込
ん
だ
意
見

交
換
、
経
営
改
善
へ
の
努
力
は
十
分

と
は
言
え
な
い
」
な
ど
の
反
対
討
論

が
あ
り
ま
し
た
。

　
採
決
の
結
果
、
二
つ
の
議
案
と
も

賛
成
多
数
で
認
定
す
べ
き
も
の
と
決

し
ま
し
た
。
ま
た
、
他
の
認
定
議
案

に
つ
い
て
は
、
全
て
全
会
一
致
で
認

定
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
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本会議の生中継や録画映像がご覧になれます

　北秋田市議会では、市民の皆様に開かれた議会を目指し、３月定例会よりパソコンやス

マートフォンからインターネットを通して本会議の生中継や録画映像が閲覧できるように

なりました。

①〔北秋田市ホームページ〕 ②〔市議会のページへ〕

　①北秋田市議会をクリック

　②市議会中継をクリック

　③再生をクリック
　（本会議の生中継がご覧になれます）

③〔議会中継のページへ〕

≪市議会では、議会活動の活性化を図るため、市民の皆さんのご意見を募集しています≫

●対　象　市内在住者又は通勤通学している人
●方　法　手紙、FAX、メールなど（文字で読める形式のもの）
●公　表　ご意見をホームページや広報紙で公表する場合があります。

●あて先　〒０１８-３３９２　秋田県北秋田市花園町１９番１号
●メール　gikai@city.kitaakita.akita.jp
●ＦＡＸ　（０１８６）６２-４８４５

市議会へのご意見をお寄せください
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次の定例会と
各常任委員会は
「１２月」 です

市民の皆さまの傍聴
をお待ちしています

各常任委員会の会場

総務文教（阿仁庁舎）

市民福祉（森吉庁舎）

産業建設（合川庁舎）

 【募集内容】　

　北秋田市内で撮影した四季折々

の行事や風景など「市議会だより

きたあきた」の表紙にふさわしい

写真で、次のいずれにも当てはま

るものを募集します。

①応募者本人が北秋田市内におい

て、おおむね１年以内に撮影した

もの。

②未発表のもの。

③2～4MBのデジタルデータ（JPG

形式）で提供できるもの。

④人物が特定できる場合は、被

写体の承諾を受けたもの。

⑤個人の所有物を被写体とした

場合は、所有者の承諾を受けた

もの。

【応募方法】

　応募用紙と応募写真をEメー

ルに添付して御応募ください。

詳細については、市ホームペー

ジ内の北秋田市議会「市議会だ

より」に掲載しております。

　応募先メールアドレス

【gikai@city.kitaakita.akita.jp】

【応募期間】

　年間を通して随時応募を受

け付けますが、季節・時期等

を感じる作品については、発

行日の１カ月前までにお願い

します。

【発行日】

　５月１日・８月１日

１１月１日・２月１日

『表紙写真の募集について』
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　２０１８年の夏に日本にやってきて、北秋田市の美しさ
に感動しました。時間がたち、親切な方々と友だちができ
ました。たった一年間ちょっとですが、愛情を込めて、北
秋田市のことを誇らしく、第二のふるさとと呼ばせていた
だいています。北秋田が日本の「隠された宝石」だと思い
ます。なぜかというと、外国人が「日本」と言われたら、
東京・大阪の大都会や、京都の歴史などを思い浮かぶでし
ょう。しかし、日本中を遊びまわった上、美しい自然の多
い、市民が親切な北秋田市が本当に特別だと気付きました。
特徴のある北秋田市がいつも、私にとっての「日本のふる
さと」です。

　こんにちは。鷹巣小・中学校で英語
を教えているデイン・ラフォントです。
２５歳で、趣味はテニスやバスケ、読
書や絵描きです。アメリカのコロラド
州出身です。ロッキー山脈で有名です
ので、アウトドアに最適！北秋田市と
同じ、自然に恵まれている州です。春、
夏、秋は穏やかで、冬は寒くて、雪が
多いです。なので、ウィンタースポー
ツも盛んです！おかげさまで、北秋田
市で、快適に過ごすことができていま
す。コロラド州は、プロスポーツの各
チームも強くて、オリンピック選手も
練習している場所です。　　

コロラド州にて 京都で弟と一緒
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